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市内医療機関の皆様へ  

 

横浜市保健所長  

岩田 眞美  

 

 感染症サーベイランスシステムを活用した電磁的な方法による届出の促進について

（依頼）  

 

日頃から、本市の感染症対策に御協力いただき厚く御礼申し上げます。  

厚生労働省から令和８年９月 16 日付「感染症サーベイランスシステムを活用した

電磁的な方法による届出の促進について」の事務連絡がありましたのでお知らせいた

します。  

医療機関の皆様におかれましては、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療

に関する法律」に基づき、届出対象疾患を診断した場合には、発生届の提出が義務付

けられています。令和４年 10 月に「感染症サーベイランスシステム（以下「届出シ

ステム」という。）」が更改され、インターネット経由による届出が可能となりまし

た。また、令和５年４月からは、医師による本システムを利用した報告が努力義務化

され、感染症指定医療機関においては義務化されています。  

システムの活用により、保健所と医療機関との迅速な情報共有が可能となり、感染

症のまん延防止につながることが期待されます。  

また、令和９年３月には横浜グリーンエクスポの開催が予定されており、国内外か

ら多くの来場者が見込まれるため、輸入感染症を含む感染症発生リスクの備えが重要

となります。  

つきましては、今後の新興感染症の発生やパンデミックへの備えの観点からも、届

出システムの積極的な活用に御協力くださいますようお願いいたします。  

 

感染症サーベイランスシステム及び届出に関する事項については次のリンクを御覧く

ださい。  
 

 参考ＵＲＬ（横浜市ＨＰ）  二次元コード  

感染症サーベイランス

システムに関すること  

https://www.city.yokohama.lg.jp/kenko-

iryo-fukushi/kenko-

iryo/yobosesshu/kansensho/iryoukikann/s-

system.html 

 

 

【添付資料】  

感染症サーベイランスシステムを活用した電磁的な方法による届出の促進について

（令和８年９月 16 日付厚生労働省健康・生活衛生局感染症対策部感染症対策課）  

 

 

 

 

 

担 当：横浜市医療局健康安全課健康危機管理係    

電 話：671-2463 FAX：664-7296 

E-mail：ir-kenkoukiki@city.yokohama.lg.jp 
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事 務 連 絡 

令和８年９月 16 日 

 

都 道 府 県  

各 保健所設置市 衛生主管部（局） 御中 

  特 別 区 

 

厚 生 労 働 省 

健康・生活衛生局感染症対策部感染症対策課 

 

 

感染症サーベイランスシステムを活用した電磁的な方法による 

届出の促進について（ご依頼） 

 

感染症対策の推進につきましては、平素より格別の御協力を賜り、厚く御礼

申し上げます。 

令和４年に感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成

10 年法律第 114 号）の一部が改正され、令和５年４月１日から、感染症対策に

おける疫学情報の迅速かつ効率的な収集・共有を推進するため、特定感染症指

定医療機関、第一種感染症指定医療機関及び第二種感染症指定医療機関（以下

「電磁的提出感染症指定医療機関」という。）の医師による発生届の届出につ

いて電磁的方法による届出が義務化されるとともに、それ以外の医師による届

出についても電磁的方法による届出が努力義務とされたところです。 

しかしながら、依然として感染症サーベイランスシステムが発生届の届出に

十分に活用されていない状況です。また、感染症サーベイランスシステムの活

用状況には、地域差も認められています。都道府県ごとの活用状況について

は、第 23 回新型インフルエンザ等対策推進会議の資料を参照ください。 

 

感染拡大防止には、感染症の発生状況を迅速かつ的確に把握し、関係者へ共

有して公衆衛生上必要な対応につなげる必要があるため、発生届の届出におい

て感染症サーベイランスシステムを活用していただくことが重要です。 

そのため、まずは全ての電磁的提出感染症指定医療機関における電磁的な方

法による届出の実現を目指し、アカウント付与の効率化等、医療機関が感染症

サーベイランスシステムを活用しやすい環境整備を進めていくこととしており

ます。 

また、新型インフルエンザ等感染症、指定感染症の患者等に係る入院や発熱



外来等に対応いただくことが想定される第一種協定指定医療機関及び第二種協

定指定医療機関の医師に対しても、感染症サーベイランスシステムを活用した

発生届の届出について御協力をお願いすることとしております。 

 

つきましては、貴自治体におかれましては、医療機関等の関係者に対し、電

磁的方法による届出の趣旨及び感染症サーベイランスシステムの利用について

改めて周知いただくとともに、未利用医療機関に対する利用勧奨やアカウント

取得手続の案内等、地域の実情に応じた利用促進に御協力いただきますようお

願いします。 

なお、厚生労働省としても、上記のアカウント付与の効率化等に加えて、昨

年成立した医療法等の一部を改正する法律（令和７年法律第 87 号）を踏ま

え、届出業務の効率化に向けた電子カルテと発生届の連携について、引き続き

検討してまいります。 

今後は、感染症サーベイランスシステムによる届出状況に係る調査を年１回

実施し、その結果について新型インフルエンザ等対策推進会議等へ報告すると

ともに、公表していく予定としています。調査の時期等については、改めて御

連絡いたします。 

 

なお、本件については、公益社団法人日本医師会に対しても別途事務連絡を

発出し、会員医療機関への周知について協力を依頼しているところです。 

 

（参考） 

「感染症サーベイランスシステムによる届出状況について」（令和８年７月 16

日 第 23 回新型インフルエンザ等対策推進会議 資料３） 

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/taisakusuisin/dai23_2026/gijisidai_7.pdf 

 


